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＜表紙写真＞ 

日高山脈襟裳十勝国立公園 襟裳岬 

令和6年（2024年）6月 25日に日高山脈襟裳十勝国立公園が指定されました。 

日高山脈襟裳十勝国立公園は、国内では35か所目、道内では7か所目の国立公園

となり、道内での新たな国立公園の指定は、昭和62年の釧路湿原国立公園の指定以

来、37年ぶりとなりました。 

本国立公園は、南北約140km に及ぶ脊梁山脈であり、氷河地形、高山植生及び我

が国大の原生流域を擁する日高山脈から、裾野の森林地域を通じて、切り立った海食崖

や海成段丘が特徴的な海岸地域までつながる我が国最大の国立公園です。日高山脈が内

陸部から海まで延々と連なる雄大さと、その山脈が原生的な自然状態を保ったまま存在

する点において我が国を代表するに足りる傑出した自然の風景地です。 

また、日高山脈が次第に標高を下げ、そのまま太平洋に沈んでいく、壮大な大自然の

ドラマを実感できるのが襟裳岬。荒波に洗われているにもかかわらず、遠く2キロメ

ートル沖まで岩礁地平等が続いています。 

【写真提供：環境省】 

 

 

 

＜裏表紙＞ 

「北海道 e-水プロジェクト」の取組状況 

 道と北海道コカ･コーラボトリング株式会社では、平成 21年（2009年）11月に

締結した「環境保全に関するパートナーシップ協定」に基づき、平成 22年（2010

年）から道と同社及び公益財団法人北海道環境財団の三者協働により、本道の豊かな水

資源と豊かな自然を守る取組である「北海道ｅ-水プロジェクト」を実施しています。 

本プロジェクトでは、環境保全活動を行う団体が実施する、水質浄化などの環境保全活

動や環境教育のための観察会、生態系に配慮した川づくり、在来種の回復・外来種の駆

除といった道内の水辺（川、海、湖沼など）における取組に対して、令和５年度までに

延べ179団体の活動を支援しています。 

また、事業開始から15年目となる令和６年度（2024年度）の事業からは、水資

源の未来を担うリーダーの育成を目指し、若者世代の自主的な取組を支援する助成コー

スを新設しています。 

【写真説明】 左上：クッチャロ湖等保全対策協議会 右上：ロゴマーク  

左下：オホーツク魚類研究会 右下：大沼ラムサール協議会  

 

 

 

 

 



 

環境白書の刊行に当たって 

 
北海道は、森林や湿原、湖沼、河川といった多様な風景・地形

からなる大地を、３つの海が囲み、豊かな生態系が形成され、独
自の野生動植物が生息・生育するなど、貴重な自然環境が受け継
がれています。 
本年６月には、地域の念願が叶い、新たな国立公園として「日

高山脈襟裳十勝国立公園」が誕生し、道内の国立公園は７か所と
なりました。原生的な自然状態を保つ山脈や特徴的な海岸地域な
ど、我が国を代表する自然の風景地として、その価値を高く評価

いただいたと受け止めています。 
 

本道の豊かな自然は、良質な水資源など様々な恩恵をもたらし、道民の皆様の安全・安
心な暮らしを支え、農林水産業や観光など様々な産業の礎にもなっています。一方で、私
たちの日常から生み出されるプラスチックごみによる海洋汚染などが問題となっていま
す。環境負荷を軽減するため、３Ｒの推進や廃棄物の適正処理などにより循環型社会を

実現していかなければなりません。 
 
自然豊かな本道では、野生動物とのあつれきが深刻化しています。 
ヒグマについては、近年、人の生活圏への出没が相次いでおり、ゾーニング管理によ

り人との空間的すみ分けを図りながら、適正な個体数水準を目指していくことが重要と

なります。エゾシカについては、農林業被害や交通事故の増加などが問題となる中、緊
急対策として捕獲等を重点的に推進するとともに、捕獲個体の有効活用にも取り組む必
要があります。 
 
昨年に引き続き、今年の夏も北海道では記録的な暑さとなりましたが、地球規模で気

候変動による影響が深刻化する中、地域においても、行政、事業者、道民等の多様な主
体の協働により脱炭素化に取り組む必要があります。 
道では、温室効果ガス排出量を2050年までに実質ゼロとする「ゼロカーボン北海道」

の実現に向け、まずは2030年までに48%削減（2013年度比）することを目指しています。
新たに設置した「北海道地球温暖化防止対策基金」を活用して、全国随一のポテンシ
ャルを有する再生可能エネルギーの最大限の活用、二酸化炭素吸収源の確保などの取
組を重点的に進めます。 

 
 今後も、北海道環境基本計画のもと、地球環境の保全、循環型社会の形成、自然と
の共生、安全・安心な地域環境の確保といった各般の施策を推進し、循環と共生を基
調とし環境負荷を最小限に抑えた持続可能な北海道を目指してまいります。 
 
北海道における環境の現状や道の施策などについて取りまとめたこの白書を、多く

の皆様にご活用いただき、本道の環境問題への理解を深め、道内における環境保全活
動への参加や協働の取組を始めるきっかけにしていただけましたら幸いです。 

令和６年（2024年）１２月 

北海道知事  鈴木 直道 


